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新指導部の発足と「転換」への船出
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概　　況
　2021年のラオスでは， 1 月初頭に ₅ 年に 1 度の全国代表者大会（党大会）が開催
され，国家建設の新たな方針が示された。そして各分野で改革が本格化した。
　内政面では，トーンルン書記長兼国家主席を中心とする新指導部が，「転換」
の号令の下に発足当初から改革を訴え，成長よりも安定や持続を重視する方針へ
と舵を切った。そして特に経済財政改革を重視し， ₈ 月には債務問題解決を軸と
する「国家的議題」が国会で採択された。また若者の反体制的言動を警戒する新
指導部は，SNS の規制などを進めた。
　経済面では，前年に発生した新型コロナウイルス感染症の影響を依然として強
く受けた。農業や工業が回復の兆しを示す一方，サービス業は深刻な低迷が続い
た。国際燃料価格の高騰などを背景にインフレが深刻化し，為替も不安定化した。
　外交面では，ラオス・中国鉄道の開通により対中関係は一層緊密化したが，貿
易では弊害も顕在化した。政権はバランス外交を重視し，ベトナムとの友好関係
の維持を図るとともに，新たにロシアとの協力を特に軍事面で進めた。

国 内 政 治

第11回党大会で「転換」を提唱
　 1 月13～15日，ラオス人民革命党第11回党大会が開催され，国家建設方針の修
正が図られた。党は1996年の第 ₆ 回大会で「2020年までの後発開発途上国（Least 
Developing Country: LDC）脱却」という目標を示し，それ以降は経済成長を最優
先に国家建設を進めてきた。その結果，経済規模は着実に拡大し，2021年11月に
は ₅ 年後の LDC 卒業が国連で正式承認された。一方，2010年代頃から経済格差
や汚職，環境破壊などが深刻化し，特に若者の体制離れが加速していた。
　第11回党大会では「転換」（カーン・ハン・ピアン）の号令の下，成長よりも安
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定や持続を重視する方針が示された。中央執行委員会（以下，中央委員会）政治報
告でブンニャン書記長（当時）は，最大の問題は党内部の「状況の変化や要請に対
する認識不足」だと述べ，「自覚を欠き，自己変革を受け入れない党は，最終的
に遅れた党となり，大衆の支持や信頼を失う」と危機感を示した。そして各分野
の「転換」の必要を論じ，特に経済面では「第 9 次経済・社会開発 ₅ カ年計画」

（2021～2025年度）における国内総生産（GDP）成長率の目標値を第 ₈ 次 ₅ カ年計画
の7.5％から「 ₄ ％以上」に引き下げ，貧困解消や財政改善などを重視した。前
回大会で提起された「2030年までの上位中所得国入り」という目標は，棚上げさ
れた。
　こうした大きな方針転換を正当化する根拠としては，本来平等主義的な理想を
持つ「社会主義」の理念や，「建国の父」の名を冠した「カイソーン・ポムヴィ
ハーン思想」などが重視された。党は経済成長を最優先する30年来の方針から，
社会の安定重視へと大きく舵を切ったといえる。

改革とバランスを重視した新たな党指導部が発足
　党大会では党の新指導部が発足した。改革派として知られる人物が台頭する一
方，革命功労者の子息が重用されるなど，権力バランスへの配慮もみられた。革
命運動を支えた世代からその子どもたちへ，集団的な権力移譲が進みつつある。
　書記長には，トーンルン首相（75歳。役職と年齢は党大会当時，以下同じ）が就
任した。84歳のブンニャン前書記長は引退した。トーンルンは首相在任中に汚職
対策を推進し，国民の人気も比較的高い。ソ連で国際関係史の博士号を取得した
元外相で，軍歴が重視されるラオスで初の外交畑出身の書記長となった。
　実質的な党の最高権力機関である政治局には，前期から 2 人増えて13人が選出
された。初選出は ₄ 人で，特にサルームサイ外相は前期序列50位から躍進した。
サルームサイは52歳と若く革命運動の経験はないが，ソ連・オーストラリア・ア
メリカに留学・赴任歴がある国際派で，また父親は革命功労者である。経験と家
柄を兼ね備えた次世代の指導者といえる。同じく初選出のウィライ公安相は，11
月に史上 ₄ 人目，公安初の大将に昇格した。後述のように新指導部は治安対策を
重視しており，ウィライの職責は重い。
　書記長を補佐する書記局には，前回と同数の 9 人が選出された。常任職となっ
たブントーン副首相は，前期まで10年間政府検査機構長として汚職対策を主導し
た人物で，トーンルンとはソ連留学時期が重なっている。新指導部の改革を実務
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面で支えていくとみられる。一方で後述するカムタイ第 2 代書記長の影響は色濃
く，娘のヴィアントーンと元秘書のカムパン・プーイニャウォンが入局した。
　党中央委員会には，前回から 2 人ずつ増えて正委員71人，予備委員10人が選出
された。正委員の平均年齢は前期と同じ59歳で，世代間バランスへの配慮が窺え
る。一方家柄重視は顕著で，例えば ₃ 月に国家監査機構長に就任したマライトー
ン予備委員はサルームサイ外相の弟であり，カムタイの娘と婚姻関係にある。た
だし，チュムマリー元書記長の息子ヴィドーン元ヴィエンチャン県知事など，汚
職問題を噂された者は有力家系でも委員から外れた。

第 9回国民議会選挙を実施し，新政府が発足
　 2 月21日，第 9 回国民議会（以下，国会）選挙と第 2 期県・首都人民議会（以下，
県議会）選挙が実施された。党は候補者選定段階から選挙を統制するため，議員
構成には党の意思が強く反映される。女性比率や年齢・民族構成は近年大きな変
化がない。一方，今回は県議会定数が132議席増え，また県議会議員と国会議員
の兼務が拡大した。地方格差是正を重視する党は，議会制度を通じて地方レベル
の問題を中央レベルに汲み上げる意欲を示した形となった。
　 ₃ 月22～26日，第 9 期第 1 回通常国会が開かれ，新政府が発足した。国家主席
は慣例通り党書記長が兼務する。首相にはパンカム前国家副主席が就いた。パン
カム首相は当初から改革を訴え，同国会での施政方針演説では，従来は GDP に
囚われて「質を備えた成長」を疎かにしてきたと指摘し，雇用創出や格差是正を
急ぐと訴えた。また首相は ₅ 月に多くの研究者から成る補佐委員会を設置し， ₆
月には民間企業トップ ₇ 人を専属経済顧問に任命した。現場や専門性を重視し，
コロナ禍からの経済回復など喫緊の課題に対処していくものとみられる。
　その他の政府人事は，バランスの取れた陣容である。史上 ₃ 人目の大将である
チャンサモーン国防相は今回副首相を兼務することになった。軍歴のない国家主
席と首相を支えることが期待される。カムタイ元書記長の息子であるソーンサイ
は，副首相兼計画・投資相に再任された。次期の首相就任も見据え，まずは経済
立て直しで手腕を試される。97歳の長老カムタイ第 2 代書記長の影響力は健在で，
工業・商業相，公共事業・運輸相，最高人民裁判所長，首都ヴィエンチャン知事
などにも親族や側近が配置された。また国会議長にはカイソーン初代書記長の息
子サイソムポーンが就いた。新政権は「カイソーン思想」の体系化に取り組んで
おり，サイソムポーンは父と現政権の連続性を示す象徴的役割も担うだろう。
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　組織面では，科学・技術省が廃止され，工業・商業省などに業務が移された。
また郵便・テレコミュニケーション省は技術・通信省に再編された。一方，政府
検査機構は政府から独立して国家主席直轄の国家検査機構となった。汚職対策を
重視するトーンルンの下，政府の活動をより厳しく監督できる体制となった。

「国家的議題」の提唱と経済財政改革の本格化
　新政権は発足後まもなく，経済財政改革に着手した。ラオスは近年，外資に依
存して水力発電施設や交通インフラなどの大型開発を進めることで，高度経済成
長を実現してきた。しかし，国内産業は十分に育たず，外資と輸入品に依存する
経済構造は常態化した。その結果，財政と貿易の赤字は慢性化し，公的債務は
140億ドル（うち対外債務は130億ドル）にまで拡大した。さらに2020年は世界的な
新型コロナウイルス感染症の流行に起因する経済低迷なども重なり，債務不履行
は寸前に迫ったといわれている。ラオスの信用格付けも軒並み低下した。
　2021年 ₈ 月，「経済財政問題の解決に関する国家的議題」（以下，「議題」）が，
臨時国会で採択された。これは2023年までの約 2 年半で経済財政問題の抜本的解
決を図る野心的な計画で， ₅ カ年計画が基本となるラオスでは異例の中期戦略で
ある。その狙いについて ₆ 月の党政治局決議 1 号は，経済財政問題が長年くすぶ
り続けてきた結果，経済の安定だけでなく「党の指導と国家の管理に対する人民
の信頼が日々損なわれて」おり，問題解決レベルを引き上げ「経済戦争」を宣言
する必要があると説明した。政権は並々ならぬ覚悟で改革に着手したといえる。
　「議題」の中心的課題は，債務問題である。そのなかで政府は，債務返済を目
的とした新規借入を抑制する方針を明確にし，新たな財源確保の戦略を提起した。
まず数値目標として，公的債務残高の対 GDP 比率を現在の72.0％から64.5％に，
対外債務残高を67.0％から55.4％に引き下げるとした。また外貨準備を輸入の ₃
カ月分以上確保し，後述する二重外国為替レートの差を 2 ％以下にするとなった。
具体的方策として，デジタル化による財務管理の厳格化，公共投資や国有企業の
効率化，インフレ対策や為替管理の強化などに加え，輸入代替産業の振興などが
示された。特に政府はラオス・中国鉄道の開通を念頭に経済回廊沿いでの輸出用
農産品の生産を重視し，マイナス成長が続く鉱業の再興も図るとした。
　この「議題」は，表面的な債務償却に留まらず，外資・輸入品依存の経済構造
そのものの変革を図るものであり，その提唱意義は大きい。しかし，わずか 2 年
半で十分な成果を収められるかは疑問である。また米民間調査機関エイドデータ
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研究所の報告書（Banking on the Belt and Road: Insights from a New Global Dataset of 
13,427 Chinese Development Projects, 2021年 9 月）によると，ソブリン債ではないが，
国有企業などの債務を政府が実質的に保証する，いわゆる「隠れ債務」は，中国
に対するものだけで GDP の35％に及ぶという。政府には短期的成果はもちろん
のこと，長期的視野での問題解決も求められる。

若者を対象とする社会統制の強化
　若者の体制離れに強い危機感を抱く新指導部は，その信頼回復を目指すととも
に，公安による社会統制も強めている。特に SNS 上での若者の反体制的言動に
対する規制が拡大しており，公安省は ₅ 月，国内で飛行機が墜落したとの偽情報
を SNS に投稿した若者を逮捕し，直後に SNS の監視にあたる委員会を設置した。
また政治局は同月，社会の風紀を正す目的から文化政策の強化を決議し，社会秩
序悪化の背景には外国文化の無批判な取り込みがあるとして，伝統文化の振興な
どを進めるとした。さらに ₈ 月の臨時国会では麻薬対策についても「国家的議
題」が採択され， 2 年半の集中的な対策が指示された。その後，ボケオ県では10
月，一回の摘発ではアジア最大級となる麻薬 ₇ トンが押収された。
　また新型コロナウイルス感染症対策でも一時，社会統制が強まった。政府はタ
イから帰国する労働者への水際対策を進めたが，不法入国も相次いだ。特に ₄ 月
にタイ国籍の友人を密入国させた若者がカラオケなどで感染を広げると，政府は
これを厳しく非難した。そして娯楽施設の営業停止などを徹底し， ₆ 月には行動
追跡アプリ「ラオ・スー・スー」の使用を義務化した。これに対してボケオ県で
は ₈ 月，収入を失ったミャンマー人のカジノ従業員など数百人がデモを行った。
しかし，その他に市民の目立った抵抗は見られなかった。その後，政府は経済重
視の路線へ転換し，鉄道開通を控えた11月半ばには国内移動制限が解除された。

経 済

経済成長の先行きは不透明
　2021年の実質 GDP 成長率は ₃ ％と推計され，目標の ₄ ％に届かなかった。特
にサービス業は深刻な低迷が続き，農業や工業も先行きはやや不透明である。
　農業は上半期の輸出が好調で， ₅ 月までの輸出額は前年より ₄ 割近く増加した。
特に中国への輸出は，前年末に一般特恵関税が大幅拡充されたことなどから活発
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化し， ₅ 月にはラオス民間大手の AIDC 社が中国国有の中糧（鄭州）糧油工業と農
産品 9 品目（落花生，キャッサバ，牛肉，大豆，砂糖，バナナ，マンゴーなど）の
定量輸出（ ₅ カ年総額15億ドル相当）で合意した。また同月には2023年までに牛50
万頭を出荷する計画も実行段階に入った。一方で下半期は，牛のランピースキン
病や新型コロナウイルスの影響による国境封鎖で対中貿易が低迷し，結果的に各
国への農産品輸出の総額は計画の82％となる約 9 億ドルに留まった。現在農産品
輸出の約 ₈ 割を中国が占めており，一国依存の弊害が顕在化した形となった。政
府は輸出先の多角化にも取り組んでおり，10月には EU へのコメ輸出が開始され
た。しかし，それ以上に鉄道輸送による対中輸出のさらなる拡大が重視されてお
り，農産品輸出の中国依存は今後ますます深まっていくとみられる。
　工業分野を牽引してきた電力事業は転換期を迎えている。政府は ₃ 月，高圧送
電線開発に関する25年間のコンセッション契約を，中国南方電網とラオス電力の
合弁企業・ラオス送電会社（EDL-T）と締結した。20億ドルを投じて中国を含む近
隣諸国への送電網を整備し，タイに集中する電力輸出の多角化を図る。しかし，
高圧送電という戦略的事業に特定の外国の影響が強まることには危険性もある。
9 月には中国支援による国内最大級のナム・ウーダム群（全 ₇ カ所，総設備容量
1272MW，総工費27億ドル）が完成した。他方で大規模な風力・太陽光発電所も
各地で計画され，日本やフランスの企業も参入を表明した。電力事業は近年，中
国資本の水力発電に依存してきたが，その多角化が進められつつある。
　鉱業分野は金価格高騰などを背景に好調で，国内外での総出荷額は計画を15％
上回る約18億ドルとなった。鉱物資源の新規採掘は2016年に停止されたが，政府
は一部のパイロット事業で ₃ 年間試験的に解禁する方針を決めた。そして ₅ 月に
開発を認めない鉱物資源保護区を設定し， ₆ 月に採掘面積の上限や契約料金の算
定方法などの基本方針を定めた。一方 ₈ 月には収益性の低さなどを理由に，鉄鉱
石の新規採掘を引き続き禁止するとした。環境負荷や住民への影響を最小化しつ
つ，利益を最大化することが目指されている。
　サービス業は，引き続き新型コロナウイルス感染症拡大の影響を強く受け，特
に宿泊・飲食業の成長率はマイナス28.6％と大きく低迷した。12月にラオス・中
国鉄道が開通したが国際旅客輸送は延期され，期待された中国人観光客の経済効
果は得られなかった。2022年 1 月には対象国と訪問地域を限定しつつ外国人観光
客を受け入れる「グリーン・ゾーン・トラベル」計画が始動したが，全面的受け
入れ再開は目途が立たない。航空・バス業界の低迷も深刻である。飲食業はバー
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やカラオケの営業停止措置が ₄ 月から続くなど，回復の兆しがみえない。
　貿易は輸出約70億ドル，輸入約60億ドルで，約10億ドルの黒字となった（電力
輸出分を除く）。品目別輸出額では，金（ 9 億ドル）に次いで紙・パルプ（ ₅ 億ド
ル）が最も大きく，2016年以降の未加工木材輸出規制の効果が出つつある。国別
の貿易総額は対タイ（51億ドル）が対中国よりも17億ドル以上多くなった。日用品
や食料品は現在もタイ製品に依存している。一方貿易収支は対タイが ₈ 億ドルの
赤字だったが，対中国と対ベトナムはそれぞれ 9 億ドルと ₇ 億ドルの黒字となっ
た。
　国内の失業者数は，11月時点で49万6000人となり，前年から21.8％増加した。
コロナ禍でタイから 2 年間で21万人を超す労働者が帰国したことなどが背景にあ
る。一方でタイでは低賃金の外国人労働力が不足している。ラオス政府は国内の
雇用回復を急ぎつつ，労働者の送り出しも進めていくとみられる。

財政改革は暗中模索が継続
　財政収支は11月時点の予測で，歳入26兆9570億キープ，歳出31兆5830億キープ
となった。赤字額は GDP の2.5％に相当し，目標値2.17％を達成できなかった。
政府は緊縮財政を続けた一方で歳入は伸び悩んだ。また対外債務の年間返済額は
歳入の半分を超す約13億ドルとなり，世界銀行の推計によれば外貨準備は年末時
点で輸入の 2 カ月分にも届かなかったとみられる。
　歳出抑制策として政府は 9 月，政府令559号を採択し，公用車の使用制限を強
化した。これは2017年の首相令15号を改めるもので，支給台数を政治局員レベル
以上で ₃ 台から 2 台に，党中央委員・大臣レベルで 2 台から 1 台に削減した。ま
た，それらの役職者の引退時に国有車を寄贈する慣例を廃止し，返納を義務づけ
た。政治家が身を切る姿勢を示したが，金額自体は微々たるものである。歳出抑
制はすでに限界に近づき，歳入増加が不可欠になっていると考えられる。
　歳入増加策では 9 月，政府は2019年に禁止した仮想通貨取引を国内 ₆ 社に限り
試験的に解禁した。またラオス銀行は10月，自行で発行する仮想通貨の調査実施
について，カンボジアでの支援実績を持つ日本のソラミツ社と合意した。政府は
11月の国会で，次年度は ₃ 兆7540億キープの歳入増を見込み，そのうち 2 兆キー
プを仮想通貨事業からの税収などで賄うとの試算を示した。当面は仮想通貨に頼
り歳入増加を目指し，そのあいだに財源の多角化を進めていくとみられる。
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インフレとキープ安が深刻化
　年平均の消費者物価上昇率は3.75％となった。 1 月は前年同月比2.01％だった
が， 9 月以降は ₄ ％以上が続き，12月に最高値5.27％を記録した。特に燃料は国
際価格の高騰を背景に年間で ₅ 割以上値を上げた。輸入品に頼る青果や食肉など
の価格も日増しに高騰し，国内大手ビアラオ社は ₈ 月にビールを ₃ ％値上げした。
　対ドル為替レートは，ラオス銀行の公定レートで年間1.9％下落した。ラオス
国内には二重為替が存在し，一般的な両替店ではより高値で外貨が取引されてい
る。この並行市場レートと公定レートを基準とする商業銀行レートの差は， ₈ 月
には最大20％となった。 ₇ 月，政府は全国550の両替店に対し，商業銀行と代理
店契約を締結し，その指示に従ったレート設定を徹底することを命令した。その
後， 9 月までに419店が契約を完了したものの，11月時点で約 ₈ ％のレート差が
残った。為替管理の強化によるインフレ圧力の軽減が目指されている。

対 外 関 係

中国への依存が深まり，弊害が顕在化
　新政権は当初から中国重視の姿勢を示した。 ₆ 月，トーンルン国家主席は中国
共産党創設100周年に際して習国家主席に祝電を送り，両国関係を「社会主義運
命共同体」と位置づけ，また同党の成果を「我々が社会主義の目的に向かって国
家を防衛・建設していくうえでの価値ある経験であり，我々を力強く勇気づける
ものである」と評価した。2019年以降，両国関係は「運命共同体」と公式に位置
づけられてきたが，それを「社会主義運命共同体」と表現した例はほとんどない。
ラオスの新指導部は中国との社会主義という共通性を重視しているとみられる。
　具体的な協力も活発であった。 ₃ 月，中国支援による貧困削減事業「 ₄ ×100」
が正式始動した。これは水道・診療所・電線・衛星テレビを100の村で整備する
計画で，2017年の習主席来訪時に合意された。現政権も中国の貧困問題での実績
を高く評価している。11月，ラオス国立大学内の孔子学院で中国語教育の修士課
程が開講した。学生の中国語熱は過熱気味で，同大学の今年度の学部志願者では
文学部中国語専攻が一番人気となった。また新型コロナウイルス対策では，中国
製ワクチンは全体の半分を超え，医療チームも前年に続き派遣された。
　そして12月，ラオス・中国鉄道が開通した。これは首都ヴィエンチャンから中
国・雲南省昆明市の1035キロメートル（ラオス国内は422キロメートル）を結ぶ国
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際鉄道で，同区間の物流所要時間は通関を含め 2 日から30時間に縮んだ。ラオス
政府は国内路線建設費約60億ドルのうち ₇ 億ドル強を負担し，さらにラオス鉄道
公社と中国企業の合弁会社であるラオス・中国鉄道株式会社は約35億ドルを中国
輸出入銀行から借り入れた。また土地収用の対象は4400世帯を超えた。
　ラオス政府が多くのリスクを冒して鉄道を建設した最大の理由は，長期的な経
済効果への期待である。両政府はこの鉄道を経済回廊と捉え，沿線地域の開発に
着手している。11月，「一帯一路建設促進に関する協力協定」と「ラオス・中国
経済回廊開発に関する協力枠組（2019～2030年）」が締結され，政府間委員会が新
設された。ラオス側は特に中国への農産品輸出を重視しており，ペット農林相は
11月の国会で沿線各県において重点的に中国向け農産品を生産する方針を示した。
鉄道沿線には貧しい農村が多い。都市部の観光収入だけでなく，山岳部の産業開
発による地方格差是正も期待されている。ラオス政府はこれ以外にも国内鉄道や
ベトナムとの国際鉄道を計画しており，鉄道網整備への第一歩を踏み出した。
　とはいえ中国依存にはリスクもある。10月，両国の主要国境ゲートであるボー
テン＝モーハン国境で中国人トラック運転手の新型コロナウイルス感染が確認さ
れると，中国側は翌日から約 1 カ月間国境を閉鎖した。その後も往来は制限され
たため，ラオス側ではトラック数百台が渋滞し，大量の農産品が廃棄された。政
府は閣僚を現地に派遣したが，2022年 1 月末現在も未解決である。中国への農産
品輸出はすでに全体の約 ₈ 割を占める。自然環境と国際環境の不確実性が増すな
か，中国に限らず一国に依存することの危険性はさらに高まっている。

ベトナムとの友好関係を堅持し，実利面での突破口を模索
　新政権は中国依存を深めるなかでも，ベトナムとの「特別な関係」を引き続き
重視している。トーンルン書記長兼国家主席は ₆ 月，最初の外遊先としてベトナ
ムを訪問し，チョン書記長と会談した。そして両国の「偉大な友好，特別な団結，
全面的協力」を確認し，その伝統の次世代への継承に努めることで改めて一致し
た。具体的には「特別な関係の歴史」の教育カリキュラムへの導入を急ぐとした。
両国で指導者の世代交代が進むなか，両国関係の歴史的意義を若い世代に宣伝・
教育していくことが目指されている。
　一方，両国関係の実際的意義を高める方法も模索された。 ₈ 月，フック国家主
席が就任後最初の外遊先としてラオスを訪問し，臨時国会で演説を行った。外国
首脳の国会登壇は，2011年のチョン・ベトナム国家主席（当時）以来初である。そ
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こでフック主席は，地域・国際社会が変動期を迎えて大国間競争も激化するなか，
「世界に 2 つとない」両国の友好関係を堅持することの意義を強調した。そして，
そのためには政治面や国防・公安面で協力を継続するだけでなく「新たな突破に
よって経済協力のレベルを高め，両国の特別な友好関係に相応しいものとする」
必要があると指摘した。そのうえでさらに「率直に言ってベトナムも発展途上国
であり潜在力には限界がある」と述べ，地域的な包括的経済連携（RCEP）協定や
EU ベトナム自由貿易協定といった多国間協力を活用することなどを提起した。
今回の来訪時には，ベトナムが支援した新国会議事堂（総工費 1 億ドル）とラオス
人民軍政治理論学校（1300万ドル）の除幕式が行われ，新たにカムアン県での職業
訓練学校の建設計画（500万ドル）が発表された。しかし，中国による支援の規模
はこれとは比較にならない。また諸外国に対するラオスの経済的要求は高まって
おり，ベトナム単独での経済支援は限界を迎えている。
　実際に，第三国の民間資本を活用したベトナムとの経済協力は進展した。 ₆ 月，
タイの BCPG 社などによる国内初・地域最大級の陸上風力発電事業に，日本の
三菱商事が出資を表明した。翌 ₇ 月には同事業によるベトナムへの25年間の電力
輸出が合意された。また ₈ 月にはセコーン県とベトナム・クアンナム省を結ぶ国
際国境ゲートが開通し，ベトナム中部の主要な港湾であるダナン港とタイの物流
が改善された。さらに 9 月にはトーンルン国家主席，ベトナムのチョン党書記長，
カンボジアのフン・セン首相がハノイで会談し，新型コロナウイルス対策などで
の協力強化を合意した。この会談にはラオスとカンボジアに中国が影響力を広げ
るなか，インドシナの団結を示す意義もあった。また政治面では12月に国家経済
社会科学院が中国とベトナムの国家社会科学院と ₈ 回目となる国際セミナーを実
施し，「新時代の社会主義建設」について意見交換した。ラオスは南シナ海問題
を抱える中越両国の間を取り持ち，社会主義国の連携を維持しようとしている。

ロシアとの軍事協力を強化し，外交バランスの調整を画策
　新政権が重視するのがロシアである。 1 月の党大会でブンニャン書記長（当時）
は，中越以外では唯一ロシアの国名に言及し，その重要性を強調した。またプー
チン大統領は ₅ 月，ラオス大使の信任状捧呈式で「東南アジアにおける信頼でき
るパートナー」としてラオスを評価し，軍事協力などを継続する方針を示した。
₇ 月にはラブロフ外相がインドネシアに続けてラオスを訪問し，サルームサイ外
相と会談した。そこでは特にアジア太平洋地域の安全保障について意見が交わさ
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れ，10周年を迎えた両国の「アジア太平洋地域における戦略的パートナーシップ
宣言」の意義と ASEAN の中心性が改めて確認された。またラオス側は新型コロ
ナウイルスワクチンの無償提供を打診し，ロシア側は 9 月にスプートニク・ライ
ト ₃ 万回分を支援した。ロシアはソ連時代以来のラオスとの友好関係を活用する
ことで，米中両国が存在感を増す東南アジアで影響力を保持する狙いがあるとみ
られる。一方でラオスは中越とも関係の深いロシアと協力関係を拡大することで，
中国に傾斜し崩れつつある外交バランスの立て直しを図っていると考えられる。
　具体的には軍事協力が拡大した。 1 月，ロシアは掘削機 ₄ 台や船舶10隻などの
戦闘工兵装備をラオス人民軍に提供した。ラオスは使い慣れたロシア（ソ連）製兵
器の導入により軍隊近代化の早期実現を図っているとみられる。またベトナムも
主にロシア製兵器を使用するため，同国との伝統的な軍事協力には支障が出ない。
₃ 月には，前年末に始まったロシア軍によるシェンクアン県ジャール平原空港で
の不発弾処理事業が完了した。ジャール平原ではロシア空軍が基地を建設してい
るとの報道もあったが（Radio Free Asia, 2019年 ₄ 月 2 日）， ₈ 月には同地域での遺
跡保全事業の実施がアメリカとの間で合意されており，ロシア軍駐留は一時的な
ものだったとみられる。また2019年に次いで 2 回目となる両国の合同軍事演習

（LAROS2021）が， ₈ 月にロシア国内で実施された。ラオスは中国とも2016年に
軍事演習を行ったが，継続的な実施は確認できない。一方でロシアとの経済協力
はまだ活発化しておらず，協力分野の多角化が目指されている。

2022年の課題
　2022年は新政権が 2 年目を迎える。「国家的議題」は早くも折り返し地点に入
り，経済財政改革の進展が急務となる。中途半端な改革は国民の不満を高め，逆
に体制の正当性を損ないかねない。「カイソーン思想」の体系化による理論武装
は時間を要するため，場合によっては SNS 規制など社会統制が強まる恐れもある。
　経済面では，債務返済の財源確保が急務である。鉱業開発，仮想通貨開発，農
産品輸出拡大，国有企業改革などが当面の課題となる。新型コロナウイルスの世
界的流行が継続するなか，観光・外食業の回復，失業問題解決も急がれる。
　外交面では，中国，ベトナム，ロシアとの関係が軸になる。中国依存の弊害は
すでに現れているが，当面は中国に頼らざるを得ない。ベトナムの協力の下に貿
易・投資の多角化を図り，ロシアとの軍事協力を拡大しつつ，対中関係を少しで
も有利に進めて国益を最大化することが課題となろう。 （地域研究センター）
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1 月13日 ▼第11回党大会開催（～15日）。
18日 ▼ラオス初の産業用爆薬工場，操業開

始。国防省と中国企業の合弁会社が運営。

▼ラオス・中国電力投資開発社，発足。ラ
オス・ASEAN 電力工業団地事業を担う。
21日 ▼ロシア，新型コロナウイルスのワク

チンを初提供。

▼トーンルン書記長，習中国国家主席と電
話会談。書記長就任を報告。
24日 ▼首都の目抜き通りの街灯に中国式の

装飾が登場。一部市民が反発。
26日 ▼ 国防省は中国の Chang Jiang Lao 社

と対中輸出向けの養牛企業設立を合意。
28日 ▼ロシア，戦闘工兵車両を支援。
29日 ▼ ブンチャン党中央執行委員（以下，

中央委員），シェンクアン県知事・党書記に
就任。
2 月 1 日 ▼シーサイ政治局員，党中央組織委
員長に就任。
2 日 ▼トーンルン書記長，ベトナムのチョ

ン書記長と電話会談。書記長就任を報告。
3 日 ▼カムパン・プーイニャウォン党中央

委員，党中央宣伝・訓練委員長に就任。

▼トン建設倉庫輸送旅行社，発足。ポンサ
リー県ラントゥイ国境で対中貿易を担う。
4 日 ▼政治分野の「カイソーン思想」に関

する国家級学術会議，開催。
5 日 ▼カムパン・ポムマタット党政治局員，

党中央検査委員長に就任。
15日 ▼政治局，科学・技術省解体を決定。
16日 ▼ブンコーン党中央予備委員，ウドム

サイ県知事代行・県党書記に就任。
21日 ▼第 9 期国民議会選挙と第 2 期県・首

都人民議会議員選挙，実施。
3 月 1 日 ▼第11期第 2 回党中央委員会総会開
催（～ ₃ 日）。今期活動方針を決定。

5 日 ▼国家選挙委員会，選挙結果を公表。
9 日 ▼サイソムブーン県で反政府勢力と軍

の銃撃戦が発生。Radio Free Asia が報じた。
10日 ▼ヴィアントーン書記局員，最高人民

裁判所長官代行に就任。

▼文化・社会分野の「カイソーン思想」に
関する国家級学術会議，開催。
11日 ▼ 高圧送電線事業に関し，政府と

EDL-T が25年のコンセッション契約締結。
16日 ▼アヌパープ書記局員，首都ヴィエン

チャン党書記に就任。都知事は兼務せず。
18日 ▼ 公安・外交分野の「カイソーン思

想」に関する国家級学術会議，開催。
22日 ▼ 第 9 期第 1 回通常国会，開催（～26

日）。閣僚人事， ₅ カ年計画を承認。
26日 ▼ロシア軍，ジャール平原空港での不

発弾処理事業を完了。
30日 ▼ 政治局が会合（～31日）。「国家的議

題」の基本方針を決定。

▼中国支援の貧困削減事業「 ₄ ×100」，開始。
4 月 1 日 ▼アートサパントーン党中央委員，
首都ヴィエンチャン知事に就任。

▼キケーオ副首相，政府の新型コロナウイ
ルス感染症防止・管理・解決委員長に就任。
4 日 ▼ チュムマリー元国家主席の息子・

ウィドン前党中央委員，観光船転覆事故で死去。
5 日 ▼シンラウォン政治局員，建国戦線議

長に就任。

▼トーンサワン党中央委員，党中央対外関
係委員長に就任。
8 日 ▼翔栄クリエイトや丸紅，ラオス南部

での太陽光発電所（981MW）の工事契約をタ
イのブルバーク社と締結。
22日 ▼首都で 2 度目のロックダウン発令。

全国各地に波及。
25日 ▼中国との国交60周年。両国家主席が

重要日誌 ラオス　2021年
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電報を交換。
26日 ▼情報・文化・観光省，中国の党中央

宣伝部と古典文学翻訳事業実施を合意。
5 月 4 日 ▼新型コロナウイルス対策で，ベト
ナムと中国がそれぞれ，医療チームを派遣。
9 日 ▼新型コロナウイルスによる死者，国

内初確認。
10日 ▼鉱物資源保護区の設置に関する首相

令308号，発布。
17日 ▼「新時代の文化工作の指導強化に関

する政治局決議25号」，発布。
18日 ▼ロシアのプーチン大統領，ラオスへ

の軍事支援継続を表明。
21日 ▼首都のロックダウン緩和。ゾーン別

の感染対策を導入。

▼公安省，SNS 監視委員会を設置。
28日 ▼ AIDC 社，中国国有の中糧（鄭州）糧

油工業と農産品 9 品目の輸出を合意。
31日 ▼牛・牛肉製品の輸出入停止。国内外

でランピースキン病流行のため。
6 月 4 日 ▼パンカム首相，経済顧問団を任命。
6 日 ▼サルームサイ外相，訪中（～ 9 日）。

ASEAN 関連会議に出席し，王外相と会談。
7 日 ▼ヴィエンチャン＝パクセー高速道路

第 1 フェーズ建設計画，政府が承認。
8 日 ▼サイニャブリー県などで洪水発生。
15日 ▼アーリー党中央委員，労働連盟議長

に就任。
16日 ▼三菱商事，ラオス初の風力発電計画

に参画を発表。ベトナムへの電力輸出を予定。
21日 ▼ 党中央委員会，臨時総会開催（～25

日）。「国家的議題」の草案を承認。

▼首相決定64号発布。鉱業分野の新規事業
の試験的再開に向けて基本方針を決定。
26日 ▼ 政府は行動追跡アプリ「ラオ・

スー・スー」の使用を義務化。
28日 ▼トーンルン国家主席・書記長，ベト

ナム訪問（～29日）。就任後初の外国訪問。
30日 ▼ 中国共産党創設100周年に際し，

トーンルン国家主席が習国家主席に祝電送付。
7 月 2 日 ▼政府はコーヒー輸出ロードマップ
を発表。対 EU 輸出を重視。
6 日 ▼ロシアのラブロフ外相，来訪（～ ₇ 日）。
12日 ▼ラオス銀行は全国の両替業者に対し，

商業銀行との代理店契約締結を命令。

▼ナムトゥン 2 ダムの水面を利用した太陽
光発電事業について，政府とフランス電力が
プロジェクト開発合意を締結。
15日 ▼国内59例目の新型コロナウイルス感

染者，不法入国幇助の罪で有罪判決。
▼中国大使館で中国共産党創設100周年記

念式典実施。トーンルン国家主席が出席。
22日 ▼サワンナケート県などで洪水発生。
26日 ▼ 政治局命令 1 号と 2 号，発布。「国

家的議題」の実施を全国党組織に指示。
28日 ▼アメリカ，ジャール平原の遺跡保全

事業に約13万ドルを支援。
8 月 1 日 ▼政府は鉄鉱石の新規採掘を認めな
い方針を決定。
5 日 ▼ 第 9 期第 1 回臨時国会，開催（～10

日）。「国家的議題」などを採択。
6 日 ▼ボケオ県でミャンマー人労働者がデ

モ。相次ぐロックダウンでの困窮を訴える。
9 日 ▼ ベトナムのフック国家主席，来訪

（～10日）。臨時国会に登壇。

▼ロシアと合同軍事演習を実施（～19日）。
14日 ▼セコーン県とベトナム・クアンナム

省を結ぶ国際国境ゲート，開通。
24日 ▼ポンサリー県は中越両国との三国国

境地域での経済特区開発について，実施可能
性調査の実施を決定。
27日 ▼国立保健医療大学，国内初の大学病

院建設計画を発表。韓国が 1 億ドルを支援。
30日 ▼首都で夜間外出禁止令発令。
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▼チャンパーサック県，AIDC 社とタピオ

カ工場建設で合意。
9 月 9 日 ▼仮想通貨取引，国内 ₆ 社で解禁。
15日 ▼シンガポールへの電力輸出（100MW）

を，EDL とケッペル電力が合意。
16日 ▼財務省，電子財務管理システムの調

査・設計に関して華為技術（ファーウェイ）と
覚書を締結。

▼道路交通規則，改訂。
19日 ▼首都で ₃ 度目のロックダウン発令。

幹線道路に警察官を配備。
26日 ▼ トーンルン国家主席，ベトナムで

チョン書記長，カンボジアのフン首相と会談。
28日 ▼ナム・ウー水力発電所が完成。
29日 ▼ EU へのコメ輸出を開始。チャン

パーホーム社がベルギーに50トンを出荷。

▼政府令559号，発布。国有車の制限強化。

▼書記局指示190号発布。中央・県レベル
の行政機構の組織効率化を指示。
10月 4 日 ▼ラオス銀行，仮想通貨開発の調査
実施を日本のソラミツ社と合意。

▼政府は電気自動車（EV）の税優遇を発表。
2030年に全自動車の ₃ 割以上を EV にする。
5 日 ▼中国はボーテン＝モーハン国境を閉

鎖。対中貿易が停滞。
12日 ▼中国が支援するポンサリー県のケシ

代替作物開発事業（2500万ドル）開始。
16日 ▼ラオス・中国鉄道の車両「ランサー

ン号」，首都ヴィエンチャン駅に到着。
17日 ▼ラオス中小企業振興協会，発足。
18日 ▼第10期党中央執行委員会第 ₃ 回総会，

開催（～22日）。経済問題などを協議。
21日 ▼ 地域的な包括的経済連携（RCEP）協

定，国内批准手続きが完了。
22日 ▼ラオス国立大学，ラオ語の言語・文

学に関する博士課程を開設。
27日 ▼ボケオ県で麻薬 ₇ トンを押収。

11月 1 日 ▼ 第 9 期第 2 回通常国会，開催（～
17日）。経済問題などを協議。
5 日 ▼ 中国への柑橘類 ₅ 万トン（5000万ド

ル相当）の輸出を政府間で合意。
9 日 ▼技術・コミュニケーション省，仮想

通貨事業の新たな規制を公布。
11日 ▼中国支援のマホソット病院建替え工

事（総額9200万ドル），第 1 フェーズ終了。
17日 ▼ 民間企業が打診した外国商業銀行

（BCEL）の株式購入案，政府が正式に棄却。
19日 ▼ラオス・中国鉄道沿線の経済回廊開

発に関し，中国政府と合同委員会を設置。
22日 ▼ウィライ公安相（中将），大将に昇格。

コントーン副公安相（少将），中将に昇格。
24日 ▼国連はラオスの ₅ 年後の後発開発途

上国（LDC）卒業を認定。
29日 ▼ペット農林相，ラオス・中国友好協

会会長に就任。

▼パンカム首相，カンボジアを訪問（～30
日）。就任後初の外遊。
12月 1 日 ▼政府は公式の場での正装を制定。
3 日 ▼ラオス・中国鉄道，開通。
4 日 ▼タナレーン・ドライポートとビエン

チャン・ロジスティックスパーク，正式開所。
8 日 ▼セーンヌアン元国防相，退役軍人協

会会長に就任。

▼ベトナムとの第 ₈ 回両党理論検討会，実
施。両国の党大会の内容を共有。
17日 ▼政府は来年初頭の外国人観光客受け

入れ再開を正式に発表。
19日 ▼ ロシア，ソ連時代に建設したラオ

ス・ロシア友好病院の改修計画を発表。
20日 ▼国家経済社会科学院，中越両国の社

会科学院と「新時代の社会主義建設」に関す
る第 ₈ 回国際セミナーを実施。
29日 ▼中国との第 9 回両党理論検討会，実

施。社会主義建設の経験を共有。
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参考資料 ラオス　2021年

　 1 　国家機構図（2021年12月末現在）

　 2 　政府主要人名簿（2021年12月末現在）

国家主席（大統領） Thongloun Sisoulith
国家副主席（副大統領） Pany Yathotou＊

 Bounthong Chitmany
国民議会（国会）議長
 Xaysomphone Phomvihane

　内閣
首相 Phankham Viphavanh
副首相兼国防相 Chansamone Channyalath
副首相兼計画・投資相 Sonexay Siphandone
副首相 Kikeo Khaikhamphithoune

公安相 Vilay Lakhamfong
外務相 Saleumxay Kommasith
工業・商業相 Khampheng Saysompheng
技術・通信相 Boviangkham Vongdala
農林相 Phet Phomphiphak
天然資源・環境相 Bunkham Volachith＊

労働・社会福祉相 Baykham Katthinya＊

情報・文化・観光相 Suvansavan Vinyaketh＊

財政相 Bunchom Ubonpaseuth
公共事業・運輸相 Viangsavat Siphandone
教育・スポーツ相 Phout Simmalavong

法務委員会

文化・社会委員会

公共事業・
運輸省

情報・文化・
観光省

技術・通信省

農林省

内務省

財政省

外務省

公安省

国防省

ラオス銀行

司法省

教育・スポーツ省

保健省

天然資源・環境省

エネルギー・鉱業省

工業・商業省

労働・社会福祉省

計画・投資省

政　府

国家主席（大統領）

首　相
副首相

首相府

国民議会（国会）

常務委員会

国会書記局

司法委員会

外務委員会

諸民族委員会

国防・治安維持委員会

経済・技術・環境委員会

計画・財政・監査委員会

最高人民裁判所
地域裁判所

首都・県人民裁判所
地区裁判所
軍事裁判所

最高人民検察院
地域検察院

首都・県人民検察院
地区検察院
軍事検察院
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保健相 Bunfeng Phoummalaysith
司法相 Phayvi Sibuavipha
内務相 Thongchan Manixay
エネルギー・鉱業相 Daovong Phonkeo
首相府官房長官 Khamchen Vongphosi
ラオス銀行総裁 Sonexay Sitphaxay

　 3 　ラオス人民革命党政治局員
Thongloun Sisoulith （党書記長，国家主席）
Phankham Viphavanh （首相）
Pany Yathotou＊ （国家副主席）
Bounthong Chitmany
 （国家副主席，党書記局常任）
Xaysomphone Phomvihane （国会議長）
Chansamone Channyalath （副首相兼国防相）
Khamphanh Phommathath （党中央検査委員長）
Sinlavong Khoutphaythoune
 （国家建設戦線議長）
Sonexay Siphandone （副首相兼計画・投資相）
Kikeo Khaikhamphithoune （副首相）
Vilay Lakhamfong （公安相）
Sisay Leudethmounsone＊ （党中央組織委員長） 
Saleumxay Kommasith （外務相）

　 4 　国民議会（国会）
議長 Xaysomphone Phomvihane
副議長 Sounthone Saynyachak
 Chaloun Yiapaoher
 Khambay Damlath Sommath Pholsena
 Souvone Luangbounmi
常務委員会 Xaysomphone Phomvihane
 Sounthone Saynyachak

 Chaloun Yiapaoher
 Khambay Damlath
 Sommath Pholsena
 Souvone Luangbounmi
 Libou Libuapao
 Pingkham Lasasimma＊

 Linkham Duangsavane
 Toummali Vongphachane＊

 Khamchan Sotapaseuth
 Vongsak Phanthavong
 Khampheng Vialaphane
 Sannya Praseuth
 Souban Salabouth
国会分科委員会委員長
　法務 Chaloun Yiapaoher
　経済・技術・環境 Linkham Duangsavane
　計画・財政・監査 Libou Libuapao
　文化・社会 Toummali Vongphachane＊

　諸民族 Khamchan Sotapaseuth
　国防・治安維持 Vongsak Phanthavong
　司法 Khampheng Vialaphane
　外務 Sannya Praseuth
　国会書記局 Pingkham Lasasimma＊

　 5 　司法機構
最高人民裁判所長官 Xayxana Khotphouthone
最高人民検察院院長 Viangthong Siphandone

　 6 　検査・監査機構
国家検査機構長 Khamphan Phommathath
国家監査機構長 Malaythong Kommasith

（注）　＊は女性。 
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主要統計 ラオス　2021年

　 1　基礎統計
2017 2018 2019 2020 2021

人 口（年央，10,000人）1） 690 701 712 723 n.d.
為替レート（ 1 ドル＝キープ）2） 8,348.7 8,481.0 8,796.8 9,380.9 10,219.33）

（注）　１）2015年の統計に基づく推計値。２）商業銀行レートと並行市場レートの平均値。３）１月から
11月の平均値。

（出所）　 人口は，ラオス統計局統計情報サービスウェブサイト（https://laosis.lsb.gov.la/statHtml/statHtml.
do?orgId=856&tblId=DT_YEARBOOK_C001&conn_path=I2&language=en）（2022年３月８日最終閲覧）。
為替レートは，Bank of the Lao PDR, Annualu Report 2018; 同 2019; 同 2020，およびラオス銀行ウェブ
サイト（https://www.bol.gov.la/en/External_Sectors）（2022年３月８日最終閲覧）。

　 2　GDP成長率と物価上昇率 （％）

2017 2018 20191） 2020 20211）

実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率 6.9 6.3 5.5 3.3 3.0 
農 業 2.9 1.3 1.2 1.2 2.5 
工 業 11.6 7.8 5.6 9.2 4.9 
サ ー ビ ス 4.5 6.9 6.9 -1.2 1.2 

消 費 者 物 価 上 昇 率 0.8 2.0 3.3 5.1 3.8 
（注）　１）推計値。
（出所）　GDP 成長率は，ラオス統計局統計情報サービスウェブサイト（https://laosis.lsb.gov.la/statHtml/

statHtml.do?orgId=856&tblId=DT_YEARBOOK_K003&conn_path=I2&language=en）（2022年３月８日最
終閲覧），および Pasaxon, 2021年11月２日。消費者物価上昇率は，ラオス銀行ウェブサイト（https://
www.bol.gov.la/en/inflation）（2022年３月８日最終閲覧）。

3 　産業別国内総生産（実質，2012年価格）� （単位：10億キープ）

2016 2017 2018 2019 2020
農 業 ・ 林 業 ・ 水 産 業 17,254 17,750 17,975 18,194 18,404 

農 業 11,289 11,710 11,767 11,686 11,584 
畜 産 業 2,301 2,437 2,510 2,637 2,772 
林 業 1,229 1,090 1,066 1,111 1,154 
水 産 業 2,435 2,513 2,631 2,761 2,894 

工 業 36,667 40,923 44,119 46,591 50,880 
鉱 業 ・ 採 石 11,052 10,579 9,891 9,885 8,233 
食 品 1,645 1,721 1,792 1,902 1,928 
飲 料 ・ タ バ コ 1,627 1,627 1,703 1,814 1,870 
布 ・ 衣 服 ・ 靴 ・ 皮 革 1,368 1,378 1,413 1,457 1,464 
そ の 他 製 造 業 4,331 4,642 5,044 5,449 6,724 
電 気 9,539 12,629 14,089 13,808 16,640 
上 下 水 道 285 301 322 342 360 
建 設 6,820 8,046 9,864 11,936 13,661 

サ ー ビ ス 業 43,943 45,926 49,044 52,409 51,783 
卸 売 ・ 小 売 ・ 車 両 修 繕 14,516 15,566 17,231 18,658 18,899 
運 輸 ・ 貯 蔵 1,606 1,715 1,798 1,944 1,888 
宿 泊 ・ 飲 食 3,162 3,010 3,242 3,502 1,574 
情 報 ・ 通 信 2,013 2,100 2,304 2,466 2,678 
金 融 ・ 保 険 2,466 2,704 2,970 3,217 3,257 
不 動 産 7,401 7,660 8,031 8,660 8,869 
専門的サービス・科学技術 1,518 1,609 1,677 1,827 1,904 
公共サービス・国防・治安維持 7,128 7,331 7,480 7,695 8,133 
教 育 1,892 1,931 1,963 2,004 2,048 
保 健 ・ 社 会 福 祉 519 522 526 546 571 
そ の 他 サ ー ビ ス 1,723 1,777 1,823 1,888 1,962 

税 ・ 輸 入 関 税（純） 11,051 11,822 12,558 13,253 13,653 
国 内 総 生 産（GDP） 108,915 116,422 123,696 130,447 134,720 
（ 出 所 ）　 ラ オ ス 統 計 局 統 計 情 報 サ ー ビ ス ウ ェ ブ サ イ ト（https://laosis.lsb.gov.la/statHtml/statHtml.

do?orgId=856&tblId=DT_YEARBOOK_K002&conn_path=I2&language=en）（2022年３月８日最終閲覧）。
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　 4　主要農作物生産高� （単位：1,000トン）
2015 2016 2017 2018 2019

コ メ 4,102.0 4,148.8 4,055.4 3,279.1 3,534.5 
ト ウ モ ロ コ シ 1,516.3 1,552.4 1,192.5 768.0 793.6 
イ モ 類 2,767.2 2,797.2 2,541.5 3,511.6 3,552.1 
野 菜 類 1,683.4 1,690.9 1,370.0 1,337.4 1,453.7 
大 豆 18.7 19.1 8.0 4.7 5.1 
落 花 生 62.0 63.2 49.1 34.4 38.5 
煙 草 63.0 66.8 35.6 31.8 35.6 

綿 1.9 2.5 2.2 1.6 2.4 
さ と う き び 2,018.7 2,019.0 1,764.4 1,109.4 1,490.5 
コ ー ヒ ー 135.9 136.6 150.8 156.0 171.4 

茶 6.3 7.3 7.7 8.5 15.9 
（出所）　ラオス統計局統計情報サービスウェブサイト（https://laosis.lsb.gov.la/main.do）（2022年３月８日

最終閲覧）。 

　 5　主要品目別貿易� （単位：1,000ドル）
2018 2019 2020

輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
動 物 及 び 動 物 性 生 産 品 126,622 94,715 258,402 234,647 349,014 300,344
植 物 性 生 産 品 110,894 488,271 150,146 646,387 147,035 782,842
動物性又は植物性の油脂など 5,548 498 10,557 431 10,660 390
調製食料品，飲料，タバコなど 487,393 434,521 498,350 473,727 458,658 370,819
鉱 物 性 生 産 品 979,001 2,248,098 1,011,113 2,084,856 747,697 2,557,364
化 学 工 業 生 産 品 320,181 226,875 369,990 230,300 338,007 191,036
プラスチック及びゴム製品など 200,510 180,570 235,708 279,518 218,851 254,233
皮 革 及 び 毛 皮 製 品 な ど 18,548 1,040 36,965 1,681 40,968 1,742
木 材 及 び そ の 製 品 な ど 55,103 39,854 90,379 52,412 76,884 76,884
木 材 パ ル プ， 紙 な ど 77,473 294,378 115,836 298,514 142,328 142,328
紡 織 用 繊 維 及 び そ の 製 品 155,387 199,248 205,646 219,451 178,995 178,995
履 物， 帽 子， 傘 な ど 8,400 61,618 9,701 79,434 11,506 11,506
石， セ メ ン ト， ガ ラ ス な ど 82,424 824 106,502 894 101,399 101,399
貴 石， 貴 金 属 製 品 な ど 87,038 184,816 24,733 223,040 15,111 15,111
卑 金 属 及 び そ の 製 品 658,374 487,711 728,114 451,125 513,446 224,870
機 械 類 及 び 電 気 製 品 な ど 1,680,378 511,130 1,305,451 427,791 1,125,926 293,872
車 輌， 航 空 機， 船 舶 な ど 663,558 19,949 543,985 12,572 437,485 7,007
光 学 機 器， 精 密 機 器 な ど 54,281 24,439 50,567 27,698 45,952 26,500
武 器， 銃 砲 弾 な ど 15,458 - 792 0 499 -
雑 品 61,232 42,287 44,411 84,407 62,783 26,788
美 術 品， 収 集 品 な ど 344 - 98 1 58 2
合 計 5,848,147 5,540,842 5,797,446 5,828,884 5,023,261 5,564,030
（ 出 所 ）　 ラ オ ス 統 計 局 統 計 情 報 サ ー ビ ス ウ ェ ブ サ イ ト（https://laosis.lsb.gov.la/statHtml/statHtml.

do?orgId=856&tblId=DT_YEARBOOK_R001&conn_path=I2&language=en）（2022年３月８日最終閲覧）。
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　 6 　政府財政� （単位：10億キープ）
2016 2017 2018 20191） 20202）

歳 入 ・ 贈 与 21,163 22,925 23,944 25,341 21,846 
経 常 収 入 19,414 20,579 21,796 22,511 19,216 

税 収 入 16,427 16,918 17,032 17,748 15,765 
税 外 収 入 2,987 3,661 4,763 4,763 3,451 

贈 与 1,749 2,346 2,148 2,632 2,565 
歳 出 27,825 30,736 31,003 30,624 30,858 

経 常 支 出 19,981 17,662 18,430 20,547 19,736 
資 本 支 出 7,843 13,074 12,573 10,076 11,123 

総 合 収 支 -6,662 -7,811 -7,059 -5,283 -9,012 
純 貸 出 ／ 借 入 6,662 7,811 7,059 5,283 9,012 

国 内 4,491 595 1,608 34 4,792 
海 外 2,171 7,216 5,451 5,250 4,220 

（注）　2016年は会計年度（10月～ 9 月），2017年以降は暦年。 1 ）修正値， 2 ）暫定値。
（出所）　Bank of the Lao PDR, Annual Economic Report 2020.

　 7　国際収支� （単位：100万ドル）
2016 2017 20181） 20192） 20202）

経 常 収 支 -1,385 -1,260 -1,649 -1,320 -115 
貿 易 収 支 -1,128 -794 -907 -466 745 

輸 出 4,245 4,873 5,408 5,806 6,115 
輸 入 5,372 5,667 6,315 6,272 5,370 

サ ー ビ ス 収 支 -188 -336 -264 -67 -99 
第 一 次 所 得 収 支 -325 -446 -786 -1,084 -1,012 
第 二 次 所 得 収 支 255 317 308 298 252 

資 本 収 支 22 22 12 15 13 
金 融 収 支 -2,534 -2,173 -2,192 -1,943 -1,167 

直 接 投 資 -920 -1,677 -1,358 -756 -968 
証 券 投 資 -514 -326 -522 41 266 
そ の 他 投 資 -1,100 -170 -312 -1,229 -456 

誤 差 脱 漏 -1,343 -734 -698 -515 -743 
総 合 収 支 -172 201 -143 124 322 
（注）　IMF 国際収支マニュアル第 ₆ 版に基づく。金融収支の符号は（＋）は資本流出，（－）は資本流入を

意味する。 1 ）修正値，２）暫定値。
（出所）　表 ₆ に同じ。


